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３

前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
五
日
以
内
に
、
そ
の
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
の
日
を

理
事
会
の
日
と
す
る
理
事
会
の
招
集
の
通
知
が
発
せ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
請
求
を
し
た
監
事
は
、
理
事
会
を

招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
六
条
の
八
の
三

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
三
条
か
ら
第
百
六
条
ま
で
の
規

定
は
、
社
団
た
る
医
療
法
人
及
び
財
団
た
る
医
療
法
人
の
監
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
財

団
た
る
医
療
法
人
の
監
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
三
条
第
一
項
中
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」

と
、
同
法
第
百
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」
と
、「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の

は
「
評
議
員
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
款

役
員
等
の
損
害
賠
償
責
任

第
四
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条

社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
又
は
監
事
は
、
そ
の
任
務
を
怠
つ
た
と
き
は
、当
該
医
療
法
人
に
対
し
、

こ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

２

社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
が
第
四
十
六
条
の
六
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び

一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
第
一
号
の
取
引
を
し
た
と
き
は
、

当
該
取
引
に
よ
つ
て
理
事
又
は
第
三
者
が
得
た
利
益
の
額
は
、
前
項
の
損
害
の
額
と
推
定
す
る
。

３

第
四
十
六
条
の
六
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

第
八
十
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
取
引
に
よ
つ
て
社
団
た
る
医
療
法
人
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
は
、
次

に
掲
げ
る
理
事
は
、
そ
の
任
務
を
怠
つ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

一

第
四
十
六
条
の
六
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法

律
第
八
十
四
条
第
一
項
の
理
事

二

社
団
た
る
医
療
法
人
が
当
該
取
引
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
理
事

三

当
該
取
引
に
関
す
る
理
事
会
の
承
認
の
決
議
に
賛
成
し
た
理
事

４

前
三
項
の
規
定
は
、
財
団
た
る
医
療
法
人
の
評
議
員
又
は
理
事
若
し
く
は
監
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
十
七
条
の
二

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
十
二
条
か
ら
第
百
十
六
条
ま
で
の
規

定
は
、
前
条
第
一
項
の
社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
又
は
監
事
の
責
任
及
び
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
一
項
の
財
団
た
る
医
療
法
人
の
評
議
員
又
は
理
事
若
し
く
は
監
事
の
責
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
責
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
項
中
「
法
務

省
令
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
財
団
た
る
医
療
法
人
の
評
議
員
又
は
理
事

若
し
く
は
監
事
の
責
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
十
二
条
中
「
総
社
員
」
と
あ
る
の
は
「
総
評
議
員
」
と
、

同
法
第
百
十
三
条
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
、
同
法
第
百
十
四
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条

第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」
と
、
同
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議

員
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」
と
、「
社
員
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
」
と
、

同
条
第
四
項
中
「
総
社
員
」
と
あ
る
の
は
「
総
評
議
員
」
と
、「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」と
、「
社
員
が
」

と
あ
る
の
は
「
評
議
員
が
」
と
、
同
条
第
五
項
並
び
に
同
法
第
百
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
定
款
」
と
あ

る
の
は
「
寄
附
行
為
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
四
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

２

社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
出
席
者
の
三
分
の
二
（
こ
れ
を
上
回
る
割
合
を
定
款
で
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
割
合
）
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団

法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
十
三
条
第
一
項
の
社
員
総
会
の
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
出
席
者
の
三
分
の
二
（
こ
れ
を
上
回
る
割
合
を
寄
附
行
為
で
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
割
合
）
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
、
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一

般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
十
三
条
第
一
項
の
評
議
員
会
の
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条

医
療
法
人
の
評
議
員
又
は
理
事
若
し
く
は
監
事
（
以
下
こ
の
項
、
次
条
及
び
第
四
十
九
条
の
三
に
お

い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。）が
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
役

員
等
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
第
三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
当
該
各
号
に
定
め
る
行
為
を
し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ

の
者
が
当
該
行
為
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
注
意
を
怠
ら
な
か
つ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

一

理
事

次
に
掲
げ
る
行
為

イ

第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
も
の
に
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
虚
偽
の

記
載

ロ

虚
偽
の
登
記

ハ

虚
偽
の
公
告

二

監
事

監
査
報
告
に
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
虚
偽
の
記
載

第
四
十
八
条
の
二
か
ら
第
四
十
八
条
の
四
ま
で
を
削
る
。

第
四
十
九
条
か
ら
第
四
十
九
条
の
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条

役
員
等
が
医
療
法
人
又
は
第
三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
場
合
に
お
い
て
、
他
の

役
員
等
も
当
該
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
連
帯
債
務
者
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
二

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
六
章
第
二
節
第
二
款
の
規
定
は
、
社
団

た
る
医
療
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
百
七
十
八
条
第
一
項
中
「
法
務
省
令
」

と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
省
令
」
と
、「
設
立
時
社
員
、
設
立
時
理
事
、
役
員
等
（
第
百
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
役
員
等
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
清
算
人
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
又
は
監
事
」
と
、
同
条
第
三

項
中
「
設
立
時
社
員
、
設
立
時
理
事
、
役
員
等
若
し
く
は
清
算
人
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
又
は
監
事
」
と
、「
法
務

省
令
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
省
令
」
と
、
同
法
第
二
百
八
十
条
第
二
項
中
「
清
算
人
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
」

と
あ
る
の
は
「
理
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
三

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
六
章
第
二
節
第
三
款
の
規
定
は
、
医
療

法
人
の
役
員
等
の
解
任
の
訴
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
百
八
十
四
条
中「
定
款
」

と
あ
る
の
は
、「
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政

令
で
定
め
る
。

第
四
十
九
条
の
四
及
び
第
五
十
条
を
削
る
。

第
六
十
六
条
の
三
中
「
業
務
を
監
督
す
る
」
を
「
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
五
十
七
条
第
五
項
」
を
「
、
第
五
十
八
条
の
二
第
四
項
（
第
五
十
九
条
の

二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
六
十
条
の
三
第
四
項
（
第
六
十
一
条
の
三
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
中「（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）」及
び
「
、
第
七
十
八
条
」
を
削
り
、「
、「
残
余
財
産
」
を「「
残

余
財
産
」
に
改
め
、「
帰
属
さ
せ
る
」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
八
百
六
十
八
条
第
一
項
中
「
本
店
」と
あ
る
の
は「
主

た
る
事
務
所
」
と
」
を
加
え
る
。

第
六
章
中
第
六
節
を
第
九
節
と
す
る
。

第
六
章
第
五
節
の
節
名
中
「
合
併
」
を
「
清
算
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
合
併
」
の
下
に「（
合
併
に
よ
り
当
該
医
療
法
人
が
消
滅
す
る
場
合
に
限
る
。
次

条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。
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